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リンダ・ホーガンの『陽光の嵐』における
歴史・環境・自己再生
馬 場 美奈子
オクラホマ州出身の Chickasaw 族の血を引く詩人・小説家 Linda Hogan
は，第二小説 Solar Storms（1995）において，時代背景を 1972年からの 4
～5年に，舞台をミネソタ州北部とカナダとの国境地帯に設定している。1972
年はアメリカン・インディアン運動（AIM）の活動家たちが首都ワシントン
の内務省インディアン局の建物を占拠した年で，また，翌年 1973年には南ダ
コタ州 Wounded Knee で占拠事件が起こった。Vine Deloria と Clifford
Lytle が指摘するように，1970年代初期は「インディアンの積極行動主義，
特に AIM の台頭と共に伝統主義が普及した」（Deloria & Lytle 159）時期で
あり，部族の土地と，土地に根ざした文化の回復が求められた。『陽光の嵐』
においても，少女の自己探求の旅が主テーマで，ダム建設に伴う土地と水を巡
る抗争がサブテーマとなっている。ホーガンは，一人称の語り手が語る自己探
求物語の中に複数の声で語られる過去の歴史や神話を挿入し，また，北国の先
住民と自然との関わり方を，語り手の視点から，時に写実的に時に詩的かつ神
秘的に描くことによって，アメリカ史の影の部分を明るみに出すと同時に，抑
圧された者たちの抵抗の姿と生き様を浮き彫りにしている。
小論では，『陽光の嵐』における主人公の「自己に向かう旅」（26）の分析
を主軸として，土地の陵辱／環境の破壊と，ネイティヴ・アメリカンの抑圧と
抵抗の歴史が，登場人物たちの言葉や身体を通してどの様に表象されているか
を検証し，かつ，ホーガンが提示する未来への展望を考察する。
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117歳の語り手・主人公 Angel は，母親を探す為にオクラホマの里親の家を
離れ，父方の曾祖母 Agnes を訪ねて北国の故郷に帰って来る。エンジェルは
5歳の時に「郡によって」（16）親族の手から冷酷で暴力的な母親の元に返さ
れ，更に，母親からも引き離されて，里親の家を転々として来た「根無し草」
（25）である。従って，そもそも「ファイルケースに保存された書類上の物
語，一連の里家」（26）しか持っていないエンジェルの帰郷は，北国に帰った
母親を探す旅であり，同時に「自分の物語」（27）を探す旅に他ならない。
エンジェルの顔には母親から受けた虐待の傷跡が，また，大腿部には顔の形
成手術に必要な皮膚を抉り取られた跡があり，エンジェルは「傷が私の人生を
形作っていた」（25）と言う。郡当局によって強制的に母親に引き渡され，そ
の母親から虐待を受けたエンジェルの身体には，いわば政府がインディアンの
身体に対して行った抑圧の歴史が刻まれているが，身体に刻まれた侵犯の歴史
は，母親に，そして更に，祖母にまで遡るものである。
曾祖母アグネスの語りによれば，母方の祖母 Loretta は，飢餓に見舞われ
植民者たちの仕掛けた餌で毒死した鹿の肉を食べて死んだ部族の生き残りであ
る。つまり，ロレッタにとって死に行く人々の姿を目の当たりにした少女時代
の体験は，自然破壊とインディアン抹殺の歴史の原体験である。更に，生き残
ったロレッタは男たちに引き取られたが，「彼女に食べさせ，殴り，暴行した
男たちに食い物にされ」（39）ながら育った。「暴行した（forced）」，「食い物
にされた（been used）」とは，性的虐待を意味すると考えられる。「こうして
彼女は，ある日，他者を傷つける人間になった。それは伝えられた」（39）の
だと，アグネスは同情をもって語っている。アグネスたちの町にやって来たロ
レッタは，アグネスの息子 Harold を彼の妻でチカソー族出身の Bush から奪
い，駆け落ちをした。なお，ロレッタの身体に刻まれた死と暴力の歴史は，部
族の人々を死に追いやった毒，即ちシアン化物の，甘い臭いによって象徴され
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ている。
ロレッタの娘 Hanna の身体にも，同じ甘い臭いが染み付いている。ハンナ
についてはハロルドの妻ブッシュが語るが，10歳になったハンナが嵐の日に
湖岸に打ち上げられた時，ブッシュはハンナの顔にハロルドの面影を認め，血
の繋がりの無いハンナを受け入れて愛し，育てた。ハンナの身体には火傷や切
傷など虐待の痕跡があり，「内部には，他の種類の侵犯や侵入もあった」（99）
と分かった。つまり，ロレッタの歴史が反復されている。更に，彼女の先祖の
歴史には，「大虐殺を生き延びた」人たちも「死の長い旅路からやって来た」
人たちも居り，「あの少女の身体」は歴史と大量虐殺が出会った「集会所」
（101）だった。そして，虐待の歴史を身体に刻まれたハンナは，無自覚的に
暴力を行使した。ブッシュが言うには，「彼女の内部の他者たち」（103）が危
険な存在であり，ハンナ自身はやっていないと否定する行為を働いたのであ
る。後にハンナは，生まれたばかりの我が子エンジェルを拒否して極寒の屋外
に放置し，ブッシュはかつてハンナを救った様にエンジェルを救い，5歳まで
育てた。その後のハンナのエンジェル虐待については既に述べたが，虐待児が
我が子を虐待する悪循環は現代的問題でもあり，作者ホーガンはインタビュー
で，ネイティヴ・アメリカン社会の危機のひとつとして小児虐待の増加を挙げ
ている（Coltelli 81）。
さて，アグネスの住む土地は Adam's Rib と呼ばれ，「細い指」（23）の様
な地形から名付けられたが，この名称は旧約聖書に記された女性の創造を想起
させ，更に，この地の最初の住民が男性ではなく，フランス人の猟師たちに置
き去りにされた多様な部族の女性たちだったことを，皮肉にも象徴している。
しかも，「アダムズ・リブ」の人々の世界観は，キリスト教の創世神話を書き
直す。アグネスの母，エンジェルの大祖母 Dora-Rouge は，世界を「愛の濃
いスープ」と描写し，「私たちは完全で賢明な被造物に取り囲まれて」（81）
いると言う。更に，複数の人物たちが語る神話の断片を拾うと，世界を創った
のはビーバーあるいはクズリで，人間は「創造の 8日目に」（181）造られた
が，「人間と動物の間には契約があり」（35），「彼らは同じ言葉を話した」
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（82）。創世記のアダムが被造物の命名者，即ち支配者であったのに対し，ネ
イティヴ・アメリカンの世界観では，人間は「環境の世話人」（Cornell 23）
の機能を担うべく造られたのだが，『陽光の嵐』において，人間はその役割を
果たしているかどうか，動物のみならず星を含む被造界全体に注視されている
と表現される。
Our lives, the old people say, are witnessed by the birds, by dragon-
flies, by trees and spiders. We are seen, our measure taken, not only
by the animals and spiders but even by the alive galaxy in deep space
and the windblown ice of the north that would soon descend on us．
（80）
なお，動物との繋がりの伝統は，アグネスと熊の関係に最も明白に表象され
ている。アグネスの少女時代に，フランス人に捕われた最後の氷河熊が見世物
として連れて来られたが，冬眠を許されず衰弱し，心も病んでいた。熊の餌係
りとして雇われたアグネスは，見物に来る少年たちにいじめられる熊を見か
ね，憐憫の情からナイフで殺すが，「熊の目は感謝に満ち」（47），熊の手はア
グネスの愛撫に答えた。やがてフランス人が死んだ時，アグネスは熊の毛皮を
盗み出し，以後，常に手元に置いている。ドラ・ルージュは，熊の臨終を回想
しつつアグネスが歌うのを聞くと，「アグネスが何かになって行くという気が
する。ひょっとすると熊」（48），と語る。Catherine Rainwater は，ホーガ
ンが「恐らく意図的に」Leslie Silko の短編物語“Storyteller”に登場する
「熊の物語を喚起している」（Rainwater 104）と主張するが，熊への変貌のモ
チーフにおいては，むしろ Scott Momaday の The Ancient Child とのイン
ターテクスチュアリティを指摘する方が妥当だろう。熊を愛し，熊を呼ぶ歌を
歌うアグネスは，後の旅立ちの時に熊の毛皮のコートを忘れたことが原因で病
み，間も無く死んでしまうほど，熊と強い絆で結ばれている。
動物との結び付きはブッシュの仕事にも象徴されるが，この関係はアイロニ
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カルなものである。ブッシュは動物の骨の再構築作業に携わっているが，修復
された動物の骨は仲買人の手から博物館や学校に売られる。彼女は「まるで動
物たちが生命の道を戻って来るかの様に，献身的愛情を持って」（68）修復作
業を行う。しかし，生活の為に動物の遺骸の修復作業をすること自体が，動物
の絶滅という痛ましく且つ伝統文化の保存を困難にする状況を，如実に物語っ
ている。そして，再構築された動物の骨が収められる博物館とは，西欧の帝国
主義と共に発達した制度であり，ネイティヴ・アメリカンの遺物も収集され展
示される場所であった。だがしかし，生き残る為には動物を敬う精神と博物学
との融合は避けられない。折衷主義はネイティヴ・アメリカンの生き方の一局
面であり，ホーガンもインタビューにおいて，「本当に健全な方法で二つの文
化を融合すること」（Bruchac 132）を勧めている。更に付言するなら，現代
の博物館は「非ヨーロッパ文化の価値を奨励する積極的貢献」（Brumbaugh
220）を果たしていることも無視出来ない。
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さて，自己探求の旅をするエンジェルは，幼少時の育ての親であるブッシュ
から物語を聞く為に，ブッシュが住む孤島に渡るが，エンジェルの身体はその
土地を記憶しており，彼女は自己再生の道程を歩み始める。なお，自己再生の
端緒は，アグネスの家で起きた鏡を割るエピソードに象徴されると思われる。
アグネスを訪問して来た友人に顔の傷について尋ねられ，動転したエンジェル
は，ナイフを使い損ねて指を切り，傷の手当てをする為に洗面所に行くが，ガ
ーゼや絆創膏の臭いが古傷の記憶を甦らせ，鏡の中の自分を見た途端に「鏡を
手で殴った，自分の顔を殴った」（52）のである。ガラスの鏡は文明の産物で
あり，また，表面的な虚像を映す装置でもあるが，自己の鏡像を破壊したその
夜，エンジェルは「秩序と知」から「生命の始めの様な」「暗く原初的な世界」
（54）に落ち込む夢を見る。自己再形成の始まりと解釈出来る。更に，ブッシ
ュの家に移ってからは，手持ちの手鏡が割れるが，それ以後は「様々な物語の
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断片に沿って自分自身を想像するしか選択の余地は無く」，鏡の破片と共に
「すべての表面」（85）を放棄する。なお，ブッシュは「鏡は私たちに命を失
わせた」（69）と言い，彼女の家に鏡は無い。
表面を放棄し「より深く見る」努力は，「水の中を見る」（85）エンジェル
独自の能力の獲得にも繋がる。水は生命の源である反面，生命を呑み込み破壊
する力を持つが，エンジェルの人生と水との関係も両面的である。母親ハンナ
は嵐の湖水の中からやって来た破壊的人物だが，育ての継祖母ブッシュは「水
が彼女の領分」（89）であり，水路，カヌー漕法，水泳などの知識を伝え，水
との共棲の仕方を教示してくれる。水とエンジェルとの交感の描写の中では，
特に，雨によってもたらされる覚醒のエピソードが印象的である。
With the windows wide open, I lived inside water. There was no
separation between us. I knew in a moment what water was. It was
what had been snow. It had passed through old forests, now gone. It
was the sweetness of milk and corn and it had journeyed through hu-
man lives. It was blood spilled on the ground. Some of it was the
blood of my ancestors．（78）
エンジェルの言葉は，動植物や人間の中に流れ命を育む水のイメージと共に，
人間の暴力によって失われた生命をも喚起しており，水と歴史の関係における
喜びと悲しみの両面が浮かび上がるが，上記の引用文の後，この章は「私は鳥
たちや水と等しく均衡状態にある」（79）という，環境との調和を再び強調す
る文章で終っている。
土地や水の生命を感じるようになったエンジェルは，「皮膚で見，目で触れ
ることが出来」，「一時に複数の時間において，複数の生き方で生きた」（120）
と言う。「目で触れる」という表現は，Ralph Emerson の「透明な眼球」を
思わせるが，両者の間には相違がある。超絶主義者エマスンが，人間を排除し
た自然の中で「無」になって「すべてを見る」（Emerson 189）時に，対象を
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客体化する視覚を特権化しているのに対し，ホーガンは，歴史の中に身を置き
つつ，視覚と共に触覚をも前景化し，過去の自然と人間生活を感知するネイテ
ィヴ・アメリカンの生き様を表している。Stacey Alaimo によれば，ホーガ
ンは“Skin Dreaming”と題する詩において，「皮膚は空間的のみならず時間
的にも境界領域で，先祖や森から発生し，もはや存在しない歴史を体現する」
（Alaimo 134）ということを表現している。エンジェルの感覚は“Skin Dream-
ing”に表された感覚と霊性のヴァリエイションだと言えるだろう。また，エ
ンジェルの視覚には聴覚も交差しており，彼女が全身で自然に感応し始めたこ
とは，風が止んだ一瞬の静寂の中で「陽光の嵐がぶつかった氷の結晶の，ゆ
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ら
 
め
 
き
 
を
 
聞
 
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 
た
 
」（119，傍点筆者）という表現からも理解出来る。
更に，エンジェルと土地との絆の回復は，植物の夢見にも表現されている。
植物との関係は薬草治療師だったドラ・ルージュの母親の血を引いたものであ
るが，エンジェルは自分の夢が「土地の中に生きている。ひょっとすると夢は
大地の夢想かも知れない」（119）と考える。後にエンジェル特有の夢が特定
の薬草探しに役立つことは，彼女がこの土地の一員として自己を再発見しつつ
あることを物語っている。冬の間，エンジェルはブッシュと一緒に縫製仕事を
こなすが，その間，「多分，私は自分自身を作り直していた」（106）のであ
り，ミシン仕事は祖母たちから学んだ家族の歴史を言葉で縫い上げる作業を象
徴している。
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春の訪れと共に，エンジェルは 3人の祖母たちと更なる北方への旅に出る
が，目的はエンジェルにとっては母親探し，社会変革を目指すブッシュにとっ
ては水域の現状偵察と水力発電所反対運動の応援，また，大祖母ドラ・ルージ
ュにとっては薬草探しと故郷で死を迎えることであり，アグネスはその母親に
付添って行く。4世代の女性たちは多くの水面と連水陸路を渡る困難な旅の途
上で，すべての境界が消滅した世界に入る。その様をエンジェルは，「細胞ひ
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とつひとつを水と土地に取り込まれ，少しづつ吸い込まれた」（170）とも，
「空気と水は一体となり，水と土地もまたそうなり」，「すべては物語化された
土地，神々が歩き，人々が旅をしながら無限の空間と合一することを望んだ土
地だった」（177）とも表現しており，祖母たちの世界観を吸収しつつあるこ
とが窺われる。
水域の旅路において，水との関係を鮮烈なイメージで示すのはドラ・ルージ
ュである。川筋が人工的に変更され合流した川の危険な急流を下る時，ドラ・
ルージュは川に語りかけ，「水と何らかの取引をし」（194），祈り，タバコを
捧げて歌を歌う。言葉の力に対する信仰の表れであるが，厳しい自然との交渉
であることに変わりは無い。急流下りの後に間も無く，既に述べた様にアグネ
スに死が訪れ，ドラ・ルージュは生き残る。ドラ・ルージュは望むべき安らか
な死を諦め，死を得る為に苦闘することを水に誓ったのである。
身体と自然の一体化や自然との苦闘・交渉の描写と並行して，ダムの底に沈
んだ土地や水が引いて泥地に変わった湖など，環境破壊の光景が増殖している
ことにも注目しなければならない。旅の目的地では，ダム建設の前に天然資源
をぎ取る計画に基づき，道路建設が進められている。この町は「Fat-Eaters
の町」と呼ばれて来たが，元来ドラ・ルージュの部族は Beautiful Ones と名
乗っていたという。名前の変更自体が，既に，植民者による一方的な命名し直
しの慣行を例証する。そして，今，ドラ・ルージュの記憶にある町はすっかり
変貌し，「そこで起こっていたのは魂の殺戮であった」（226）。
そして，ようやく面会出来たエンジェルの母ハンナは，「土地よりももっと
破壊されていた」（231）。エンジェルは母親との繋がりを指示する「道標，
絆」（230）を求めて来たが，ハンナは娘の顔を見ようともせず，ただ，「私は
あんたに手を触れたことは一度もないよ」（231）という詭弁と言わざるを得
ない弁解の言葉を投げかけるのみである。確かに，ハンナは熱したワイヤーや
火などを使ってエンジェルを傷つけ，直接手で触れることはなかった。つま
り，母と娘の関係は，母親が生まれたての娘を厳冬の戸外に放置した時から，
心身共に断絶されていたのである。
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しかしながら，凍った死体の夢を見たハンナが自己の死の時を選ぶと，エン
ジェルは母の死の夢を見て，瀕死のハンナの床に駆けつける。エンジェルは死
に接して初めて，母の身体が「嘆きと犠牲の家」（250）であったと悟り，「私
に生命を与えてくれた女性を愛そうという気持ちになる」（251）。ハンナが息
を引き取った時，「深い悲しみと同情で一杯になった」エンジェルは，「私は最
良の生き残り方をした」（251）と自覚する。アグネスやドラ・ルージュの語
りの中で，ハンナは繰り返し「氷」（12）や「凍った心」（249）のイメージと
関連して語られて来たが，エンジェルは，心に愛や悲しみの豊かな感情を抱く
女性として「生き残った」のである。更に，エンジェルはハンナが残して逝っ
た生後 7ヶ月の異父妹を Aurora と名付け，母親の役割を引き受けており，祖
母ロレッタに始まった暴力と死の循環の歴史を断ち切って未来への一歩を踏み
出したと言える。
なお，ハンナの埋葬準備の場面で，布地の節約の為に，遺体は一旦新聞紙の
上に寝かされる。「戦争を語る言葉，死亡広告，殺戮と悲惨の物語，そして嘘
に置き換えられた現実の話」（253）が書かれた新聞紙である。エンジェル
は，「それは彼女にとって適切な寝床のように思われた。言葉の幾つかは彼女
の身体に引っ付いた，黒いインク，しかし私たちはそれを洗い流さなかった。
それはふさわしい皮膚だった」（253）と言う。新聞記事は 1973年というベト
ナム戦争末期の時代背景を表し，その印刷文字を「皮膚」として着たハンナの
身体は，生まれた時から刻まれて来たネイティヴ・アメリカンの抑圧・虐待の
歴史の上に，ベトナム戦争という現代の侵略・殺戮行為をも重ね書きされて，
植民地主義的・帝国主義的暴力を批判する表象となっている。
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さて，北国旅行のもうひとつの大きな目的であった水力発電所建設問題に目
を向けねばならない。作者ホーガンは電気を否定するわけでは勿論ないが，聊
かアンビヴァレントな姿勢を示す。エッセイ集 Dwellings の中で，「貯水場が
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一杯になり，驚くべき錬金術によって水は変形し，電線を通って家庭に流れ込
み，指一本触れれば光となる」（Dwellings 100）と書いている。この一文か
ら水力発電技術に対する驚嘆と同時に，押し寄せて来る魔術的力に対する警戒
・疑念の片鱗も窺えると思うが，『陽光の嵐』においても同様の捉え方が見ら
れる。ドラ・ルージュの故郷の町に電気が開通した時，エンジェルはラジオで
「インディアン・タイム」の番組から情報を得たり，ロック音楽を楽しむ一方
で，「貴重なものが卑金属になり，汚れた危険な要素になった」（268）と，水
力発電に対する懐疑的な考えを述べる。また，エンジェルは，発電所計画を説
明しようとする政府や企業の代表者たちの言葉を批判し，彼らの言葉には「水
の命に対する思いやりや，歴史の始めから人々の生活を支えてきた土地に対す
る配慮が無く」，建設業者は発電所計画を「平面的な紙の上でしか見ていなか
った」（279）と，生命を尊ぶ精神の欠如を鋭く指摘している。
反対運動にコミットするブッシュたちが滞在する Tulik 老人の家は夜中に
襲撃を受けるが，翌日，エンジェルが警察の保護を求めに行くと，逆に無登録
車の無免許運転の罪科で一晩拘留され，車は押収される。これら企業と警察が
一体となって行使する威嚇・抑圧行為を，エンジェルは「インディアン・タイ
ム」に出演して訴えるのであり，こうして「水，人々，動物たちの為に抵抗し
た」（275）エンジェルは，それ以後，「人間になった女の子」（295）と呼ばれ
ることになる。既述した様に，「人間」とは環境の世話人の役割を担う存在で
ある。また，ホーガンはインタビューで「スピリチュアリティは政治的行動を
要求する」（Coltelli 79）と語っていることを，付記しておこう。
発電所建設事業には軍隊も投入され，産官軍一体の環境破壊と先住民抑圧行
動が展開されるが，それに伴って反対運動の波も，他地域から来た人々の応援
を得て「多くの川から出来た大海の様に」（300）広がる。運動の基本精神
は，水流や水域を「土地の意志に反して」（330）操作し変更することに対す
る異議申立てであり，その運動の広がりを表現した上記の水のメタファは効果
的である。水の比喩で描写される連帯の波には，少数の白人住民も参加する。
甚だしい不正義に憤慨した交易所の経営者 Mr. Orensen は，運動の拠点を交
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易所に設置することを提言し，また，森の破壊を見かねたハンターたちも援助
の手を差し伸べる。この様に，ホーガンは産官軍の権力を批判する一方で，白
人の良心をも描いており，逆転民族中心主義の落し穴を回避し，環境保護・人
権保護運動における民族の壁を超えた共闘の可能性を示唆している。
しかしながら，運動の広がりと過激化に伴って内部分裂が起こることは避け
難い。建設作業が仕事を生み出してくれると考える人たちが現れ，チュリック
の家は嫌がらせの被害を受ける。また逆に，兵士がドラ・ルージュに銃口を向
けた時からブッシュが警官や兵士との対話を試みようとすると，都会から来た
過激派の若者たちの非難を受ける。やがてチュリックの家は放火によって焼失
し，老人はカマボコ兵舎に入居せざるを得ないが，それは先住民の土地を射撃
演習場として使っていた軍隊が残して行ったものである。ファット・イーター
ズの町での一連のエピソードにおいて，ホーガンは川筋の変更，ダム建設，森
林伐採，軍隊の射撃演習など，先住民の土地と文化に対して行われる侵犯・破
壊の現実を描き込み，現代のアメリカ大陸の「インターナル・コロニアリズ
ム」（Weaver 10）を批判的に表現している。Arnold Krupat も指摘する様
に，「ネイティヴ・アメリカンの植民地状況には未だ『～後』というものは無
い」（Krupat 73），即ち終っていないのである。
やがて軍隊は強硬策を採り始め，反対運動の拠点になっていた交易所も襲撃
され，催涙弾を受けた幼いオーロラは病気になる。交易所のオレンセン氏の尽
力によってブッシュとエンジェルとオーロラの 3人はかろうじて町を脱出す
るが，アダムズ・リブに帰ると，そこでも水位が上昇し，ブッシュの島の家も
浸水している。しかし，エンジェルが聞いた後日談によれば，ファット・イー
ターズの町ではエンジェルたちが脱出した後，「武者精神」を発揮して抵抗運
動を展開したという。
It was as if the old warrior spirit, the Wolf Society, was resurrected.
The people vowed to fight to the death before allowing the food,
water, medicines, and burial grounds to be flooded, before allowing
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the wildlife to be killed, the fish poisoned.
Theirs was the job of healing the river, breaching a dike, letting
water flow in its own way．（330）
人々は先祖が眠る土地の浸水を防ぎ，動物の生命を守り，川を癒し，水の流れ
を解放する為に戦ったのである。
1年後，ダム建設を巡る裁判が始まり，チュリック老人も生活被害について
証言するが，チュリックは「物の価値や重みが数字，ドル，グラムで問われ
る」尋問自体にも，「嘲笑とあざけりをもって扱われること」（343）にも疲
れ，結審を待たずに他界する。裁判の結果は勝訴であり，ダム建設は中止され
たが，「その土地には余りにも激しい変化が訪れ」，「もう手遅れだった」
（344）ことも，語り手エンジェルは付け加えている。所謂「環境正義」がな
されたとは言い難いようである。Jim Tarter は，この小説に描かれた発電所
建設抗争のエピソードが，カナダの James Bay で起きた事件に基づいている
ことを詳細に論証したうえで，「建設中止は結局一時的なもので，闘争は続い
た」（Tarter 139）と指摘している。しかしながら，『陽光の嵐』の結末には希
望の光がさしている。
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小説の終盤，エンジェルはファット・イーターズの町を再訪し，そこに留ま
っていたドラ・ルージュの死に立ち会う。森の中に入ったドラ・ルージュを探
し当てて寄り添い，静かに死を迎えた大祖母を抱えて動物を呼ぶ歌を歌う行為
は，曾祖母アグネスと大祖母ドラ・ルージュから伝統を学んで継承し，自己を
形成した証しだと言える。そして，アダムズ・リブに戻ったエンジェルは，踊
りの儀式に参加し，恋人と一緒にオーロラを高く掲げつつ踊る。つまり，伝統
儀式に象徴される過去と，幼い妹に体現される未来を橋渡しする存在になっ
た。レインウォーターによれば，エンジェルは「年長の女性たちと力を合わ
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せ」，また「自分より若い女性たちに対する責任を負う」ことによって「歴史
に参入する」（Rainwater 102）のであるが，更に，歴史を語る語り部になっ
ている。作者ホーガンはエンジェルの声を通して，北方のネイティヴ・アメリ
カンの土地に深く根ざした歴史／物語をアメリカ史に書き加えた。
エンジェルの語り，そして小説は，「美しいものが私たちの中に生きていま
す。いずれ分かるでしょう。とも角信じなさい。いずれ分かるでしょう」
（351）という希望に満ちた言葉で閉じられている。「私たち」とは，第一義的
には「美しき人々」と自称していたエンジェルの大祖母の部族，更に，すべて
のネイティヴ・アメリカンであろう。しかしまた，ホーガンの読者の多くが非
ネイティヴであることを考慮すると，「私たち」はこの作品の読者すべてを含
むとも解釈出来る。ホーガンは読者に向かって，土地の声に耳を傾け美しい自
然との調和を回復するようにとのメッセージを送っている，と考えられないだ
ろうか。自伝的エッセイにおいても，「現在では非インディアンもすべての生
命の神聖さを認識しつつある」（“Two Lives”247）と述べていることを思い
出しておきたい。
引用文献
Alaimo, Stacy．“`Skin Dreaming' : The Bodily Transgressions of Fielding Burke,
Octavia Butler, and Linda Hogan．”Ecofeminist Literary Criticism : Theory,
Interpretation, Pedagogy. Ed. Greta Gaard and Patrick D. Murphy. Urbana :
U of Illinois P, 1998. 123−138.
Bruchac, Joseph. Survival This Way : Interviews with American Indian Poets.
Tucson : U of Arizona P, 1987.
Brumbaugh, Lee Philip．“Shadow Catchers or Shadow Snatchers? : Ethical Is-
sues for Photographers of Contemporary Native Americans．”Contemporary
Native American Issues. Ed. Duane Champagne. Walnut Creek, CA :
AltaMira P, 1999. 217−224.
Coltelli, Laura. Winged Words : American Indian Writers Speak. Lincoln : U of
Nebraska P, 1990.
Cornell, George L．“Native American Perceptions of the Environment．”Buried
Roots & Indestructible Seeds : The Survival of American Indian Life in Story,
１２５リンダ・ホーガンの『陽光の嵐』における歴史・環境・自己再生
History, and Spirit. Ed. Mark A. Lindquist and Martin Zanger. Madison : U
of Wisconsin P, 1994. 21−41.
Deloria, Vine, Jr., and Clifford M. Lytle. American Indians, American Justice.
Austin : U of Texas P, 1983.
Emerson, Ralph Waldo．“Nature.”1836. Selected Writings of Ralph Waldo Emer-
son. Ed. William H. Gilman. New York : The New American Library, Inc.,
1965. 186−240.
Hogan, Linda. Dwellings : A Spiritual History of the Living World. 1995. New
York : Simon & Schuster, 1996.
────．Solar Storms. New York : Scribner, 1995.
────．“The Two Lives．”I Tell You Now : Autobiographical Essays by Native
American Writers. Ed. Brian Swann and Arnold Krupat. 1987. Lincoln : U of
Nebraska P, 1989. 231−249.
Krupat, Arnold．“Postcolonialism, Ideology, and Native American Literature．”
Postcolonial Theory and the United States : Race, Ethnicity, and Literature.
Ed. Amiritjit Singh and Peter Schmidt. Jackson : UP of Mississippi, 2000. 73
−94.
Rainwater, Catherine．“Intertextual Twins and Their Relations : Linda Hogan's
Mean Spirit and Solar Storms．”Modern Fiction Studies 45.1（Spring
1999）：93−113.
Tarter, Jim．“`Dreams of Earth' : Place, Multiethnicity, and Environmental Jus-
tice in Linda Hogan's Solar Storms．”Reading Under the Sign of Nature :
New Essays in Ecocriticism. Ed. John Tallmadge and Henry Harrington. Salt
Lake City : The U Of Utah P, 2000. 128−147.
Weaver, Jace. That the People Might Live : Native American Literatures and Na-
tive American Community. New York : Oxford UP, 1997.
──文学部教授──
１２６ リンダ・ホーガンの『陽光の嵐』における歴史・環境・自己再生
